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共
同
研
究
の
経
過
と
概
要

荒
木
和
憲

本
研
究
報
告
は
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
「
中
世
日
本
の
国
際
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
に
関

す
る
研
究
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
共
同
研
究
は
、「
歴
史
文
化
資

料
に
基
づ
く
日
本
中
世
社
会
像
の
再
構
築
」（
全
三
ブ
ラ
ン
チ
）
の
一
ブ
ラ
ン
チ
と

し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一　

目
的
と
方
法

前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
国
際
交
流
史
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
、
き
わ
め
て
活
発
で

あ
り
、「
人
」「
モ
ノ
」「
情
報
」
の
移
動
・
交
流
の
具
体
的
な
様
相
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
が
豊
富
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
う
し
た
移
動
・
交
流
を
支
え
る
基

盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
と
し
て
の
「
海
上
交
通
」
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
資
料
や

方
法
論
の
制
約
も
相
俟
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
副
次
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ

れ
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
対
象
と
す
る
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
研
究
の
進
展
状
況
は

一
様
で
な
い
。

近
年
の
中
世
日
本
国
際
交
流
史
研
究
に
お
い
て
、
海
上
交
通
史
的
視
点
か
ら
の
歴

史
像
の
転
換
を
最
も
迫
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
宋
貿
易
（
一
〇
～
一
三
世
紀
）
の

分
野
で
あ
る
。
一
一
世
紀
後
半
以
降
に
日
本
人
商
人
が
日
宋
間
を
往
来
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
す
る
通
説
が
否
定
さ
れ
、
一
三
世
紀
後
半
頃
ま
で
は
中
国
商
人
が
往
来
し

て
い
た
と
す
る
説
が
有
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
来
航
地
で
あ
る
博
多
の
国
際
貿
易

都
市
と
し
て
の
地
位
を
従
来
以
上
に
高
く
評
価
す
る
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
る
。
近
年

の
研
究
成
果
は
、
日
宋
間
の
海
上
交
通
の
あ
り
方
―
船
体
・
乗
組
員
・
航
路
な
ど
―

を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

日
宋
貿
易
と
日
元
貿
易
（
一
三
～
一
四
世
紀
）
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
日
本

史
学
の
分
野
で
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
近
年
の
中
国
史
・
朝
鮮
史
の
分

野
で
は
、
世
界
帝
国
で
あ
る
元
朝
（
大
元
ウ
ル
ス
）
の
統
治
下
に
お
け
る
海
上
交

通
の
発
達
、
高
麗
の
海
上
交
通
の
活
発
性
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
水

中
考
古
学
の
分
野
で
は
、
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
沈
没
船
の
調
査
研
究
が
進
み
、

宋
・
元
・
高
麗
の
船
舶
の
船
体
構
造
に
関
す
る
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
隣
接
分
野
の
研
究
状
況
に
鑑
み
な
が
ら
、
日
元
間
の
海
上
交
通
の
実
態
を
追
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

一
四
世
紀
後
半
に
明
が
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
、
一
四
世
紀
末

期
～
一
五
世
紀
初
期
に
朝
鮮
が
明
と
類
似
し
た
対
外
政
策
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
海
域
の
海
上
交
通
に
お
け
る
日
本
と
琉
球
の
地
位
が
飛
躍
的
に

向
上
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
日
明
貿
易
の
研
究
に
お
い
て
は
、
近

年
、
遣
明
使
の
渡
航
記
録
で
あ
る
「
入
明
記
」
の
研
究
が
進
み
、
日
明
間
の
海
上
交

通
の
実
態
を
詳
し
く
検
討
で
き
る
状
況
で
あ
る
が
、
日
朝
貿
易
・
日
琉
貿
易
の
研
究
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に
お
い
て
は
、
海
上
交
通
に
関
す
る
基
本
的
な
事
実
関
係
の
積
み
上
げ
が
必
要
な
段

階
で
あ
る
。
ま
た
、
一
六
世
紀
半
ば
以
降
に
「
後
期
倭
寇
」（
中
国
海
商
を
中
心
と

す
る
密
貿
易
集
団
）
の
来
航
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
直
接
来
航
が
相
次
ぎ
、
博
多
の
存

在
を
相
対
化
す
る
国
際
貿
易
都
市
が
分
立
し
た
こ
と
で
複
雑
化
し
た
海
上
交
通
網
の

あ
り
方
を
把
握
す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
日
本
の
国
際
交
流
を
支
え
た
基
盤
で
あ
る
「
海
上
交
通
」
に

関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
史

学
・
中
国
史
学
・
朝
鮮
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
の
研
究
者
か
ら
な
る
研
究
会
を

組
織
し
、「
船
体
構
造
」「
乗
組
員
」「
航
海
知
識
」「
操
船
技
術
」「
航
路
」「
港
湾
」

「
乗
継
」「
航
海
信
仰
」「
漂
流
」
な
ど
を
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
各
時
代
の

国
際
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す

る
。
さ
ら
に
、
中
世
日
本
の
国
際
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
の
あ
り
方
を
通
時
的
か

つ
体
系
的
に
整
理
し
、
本
館
の
総
合
展
示
お
よ
び
企
画
展
示
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

第
二
の
目
的
と
す
る
。

本
研
究
は
、
あ
く
ま
で
「
海
上
交
通
」
を
ひ
と
つ
の
切
り
口
と
し
て
行
う
も
の
で

は
あ
る
が
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
世
日
本
の
国
際
交
流
史
像

を
通
時
的
か
つ
体
系
的
に
把
握
し
、
新
し
い
日
本
中
世
社
会
像
の
構
築
に
繋
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

研
究
組
織

〔
共
同
研
究
員
・
館
外
〕  

五
十
音
順
、
所
属
・
職
名
は
二
〇
一
八
年
度

伊
藤
幸
司　
　

九
州
大
学
大
学
院
・
教
授

榎
本　

渉　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授

岡　

美
穂
子　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
准
教
授

佐
々
木
蘭
貞　

九
州
国
立
博
物
館
・
研
究
員

出
口
晶
子　
　

甲
南
大
学
・
教
授

藤
田
明
良　
　

天
理
大
学
・
教
授

森
平
雅
彦　
　

九
州
大
学
大
学
院
・
教
授

山
内
晋
次　
　

神
戸
女
子
大
学
・
教
授

四
日
市
康
博　

立
教
大
学
・
准
教
授

米
谷　

均　
　

早
稲
田
大
学
・
非
常
勤
講
師

李
明
玉　
　

韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
・
学
芸
研
究
士
（
二
〇
一
八
年
度
追
加
）

渡
辺
美
季　
　

東
京
大
学
大
学
院
・
准
教
授

〔
共
同
研
究
員
・
館
内
〕　

五
十
音
順
、
◎
は
研
究
代
表
者
、
〇
は
研
究
副
代
表
者

◎
荒
木
和
憲      

本
館
研
究
部
・
准
教
授

小
島
道
裕　
　

本
館
研
究
部
・
教
授

田
中
大
喜　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

〇
村
木
二
郎　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

〔
研
究
協
力
者
〕

池
田
榮
史　
　

琉
球
大
学
・
教
授

木
村　

淳　
　

東
海
大
学
・
講
師

洪
淳
在　
　

韓
国
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
・
学
芸
研
究
士

三　

研
究
の
経
過

二
〇
一
六
年
度

〇
第
一
回
研
究
会

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
六
月
一
七
日
（
金
）
～
一
九
日
（
日
）

場　
　

所
：
長
崎
県
対
馬
市

参
加
人
数
：
一
五
名

研
究
報
告
：
共
同
研
究
の
趣
旨
説
明
お
よ
び
意
見
交
換

　
　
　
　
　

 

報
告 

荒
木
和
憲
「
中
世
日
朝
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
の
基
礎
的

考
察
」（
於
対
馬
市
美
津
島
文
化
会
館
会
議
室
）
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［共同研究の経過と概要］……荒木和憲

調
査
対
象
： 

中
村
家
和
船
関
係
資
料
、
大
山
小
田
家
文
書
（
於
長
崎
県
立
対
馬
歴

史
民
俗
資
料
館
）

踏
査
対
象
：
海
上
交
通
関
連
遺
跡
等
（
於
浅
茅
湾
・
佐
賀
・
厳
原
地
区
）

○
国
際
会
議
参
加
・
海
外
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
五
日
（
火
）
～
二
九
日
（
土
）

場　
　

所
：
大
韓
民
国

参
加
人
数
：
四
名
（
山
内
、
村
木
、
田
中
、
荒
木
）

国
際
会
議
： 

新
安
沈
船
発
掘
四
〇
周
年
記
念
国
際
会
議
（
於
国
立
海
洋
文
化
財
研

究
所
）

遺
物
見
学
： 

国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
泰
安
事
務
所
、
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所

海
洋
遺
物
展
示
館
、
国
立
光
州
博
物
館

踏
査
対
象
： 

泰
安
馬
島
沈
船
調
査
地
、
新
安
沈
船
調
査
地
、
珍
島
龍
蔵
山
城
発
掘

現
場
、
鳴
梁
海
峡

○
資
料
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
（
金
）
～
二
二
日
（
日
）

場　
　

所
：
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館

参
加
人
数
：
三
名
（
出
口
、
藤
田
、
荒
木
）

調
査
対
象
：
中
村
家
和
船
関
係
資
料
、
関
船
模
型

○
第
二
回
研
究
会

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
三
月
四
日
（
土
）
～
五
日
（
日
）

場　
　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

参
加
人
数
：
一
四
名

研
究
報
告
：
報
告
一　

伊
藤
幸
司
「
遣
明
船
と
南
海
路
」

　
　
　
　
　

報
告
二　

藤
田
明
良
「
東
ア
ジ
ア
の
航
海
信
仰
」

構
想
報
告
： 

榎
本
渉
、
小
島
道
裕
、
田
中
大
喜
、
出
口
晶
子
、
村
木
二
郎
、
森
平

雅
彦
、
山
内
晋
次
、
四
日
市
康
博
、
米
谷
均
、
渡
辺
美
季

五
月
の
第
一
回
研
究
会
で
は
、
玄
界
灘
・
対
馬
海
峡
を
往
来
し
た
船
は
、
主
と
し

て
小
型
・
中
型
の
和
船
で
あ
り
、
気
象
・
海
洋
条
件
に
大
き
く
規
定
さ
れ
な
が
ら
、

一
日
一
航
海
を
原
則
と
す
る
安
全
性
の
高
い
航
海
を
繰
り
返
し
て
目
的
地
ま
で
到
達

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
小
型
・
中
型
和
船
の
特
性
と
限
界
は
、

日
朝
交
流
に
お
け
る
人
・
モ
ノ
の
移
動
の
あ
り
方
や
寄
港
地
・
港
湾
都
市
の
あ
り
方

を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
航
海
の
実
態
を
追
究
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
浅
茅
湾
（
船
上
か
ら
の
海
洋
環
境
の
観
察
）、
浅
茅
湾
岸
（
梅
林
寺
、

小
船
越
、
大
船
越
、
尾
崎
仮
宿
遺
跡
な
ど
）、
厳
原
・
久
田
地
区
（
中
村
館
跡
・
池

神
社
・
浜
殿
神
社
・
漂
民
屋
跡
・
お
船
江
跡
な
ど
）、
佐
賀
地
区
（
円
通
寺
・
宗
家

館
跡
・
佐
賀
川
な
ど
）
を
踏
査
し
た
。
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
対

馬
藩
船
大
工
の
中
村
家
に
伝
来
し
た
和
船
関
係
資
料
（
記
録
類
、
図
面
類
）
を
調

査
し
、 

峰
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
収
蔵
展
示
品
（
宗
家
館
跡
出
土
品
、
木
坂
八
幡

宮
出
土
品
な
ど
）
を
見
学
・
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
現
地
踏
査
と
資
料
調
査
に
よ
っ

て
、
小
型
・
中
型
和
船
の
造
船
・
航
海
の
実
態
に
関
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

一
〇
月
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
新
安
沈
船
発
掘
四
〇
周
年
記
念
国
際
会
議
に
参
加

し
、
新
安
沈
船
の
調
査
研
究
の
到
達
点
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
韓
国
水
中
考
古
学

に
関
す
る
情
報
収
集
・
文
献
収
集
を
行
っ
た
。
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
泰
安
事
務

所
、
同
海
洋
遺
物
展
示
館
、
お
よ
び
国
立
光
州
博
物
館
（
特
別
展
「
新
安
海
底
船
か

ら
探
し
出
さ
れ
た
モ
ノ
」）
で
は
、
韓
国
の
海
底
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
船
材
・
積
載

品
等
の
遺
物
を
網
羅
的
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
現
地
踏
査
で
は
、
沈

船
調
査
地
で
あ
る
泰
安
・
新
安
の
海
洋
環
境
を
観
察
し
た
ほ
か
、
反
モ
ン
ゴ
ル
の
海

上
勢
力
（
三
別
抄
）
の
根
拠
地
で
あ
る
珍
島
龍
蔵
山
城
の
発
掘
現
場
、「
文
禄
・
慶

長
の
役
」
の
海
戦
地
で
あ
る
鳴
梁
海
峡
を
巡
り
、
韓
国
の
海
上
交
通
史
に
関
す
る
知
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見
を
得
た
。

一
月
の
対
馬
で
の
資
料
調
査
で
は
、
第
一
回
研
究
会
か
ら
の
継
続
と
し
て
、
中
村

家
和
船
関
係
資
料
の
調
査
、
お
よ
び
関
船
模
型
の
調
査
を
実
施
し
た
。
二
度
に
わ
た

る
調
査
の
成
果
と
し
て
、
近
世
の
上
方
の
造
船
技
術
が
多
分
に
対
馬
に
流
入
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
種
々
の
知
見
を
得
た
。
中
間
的
な
成
果
と
し
て
、
出
口
晶
子
「
対

馬
藩
中
村
家
造
船
文
書
に
み
る
「
漆
喰
拵
え
」
に
つ
い
て
」、
荒
木
和
憲
「（
資
料
紹

介
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
諸
船
長
サ
・
方
・
深
サ
書
附
』」
を
成

稿
し
、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』（
通
常
号
）
に
投
稿
し
た
（
い
ず
れ
も

二
〇
一
八
年
度
刊
行
の
二
〇
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
）。
こ
れ
ら
は
近
世
中
期
段
階
の

造
船
技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
近
世
に
付
加
さ
れ
た
技
術
の
レ
イ
ヤ
ー

を
除
去
し
て
い
く
こ
と
で
、
中
世
の
造
船
・
航
海
技
術
に
迫
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。三

月
の
第
二
回
研
究
会
で
は
、
ま
ず
日
明
交
流
に
関
し
て
は
、
遣
明
船
の
航
海

ル
ー
ト
と
し
て
、
従
来
、
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
っ
た
四
国
―
南
九
州
ル
ー

ト
（「
南
海
路
」）
の
利
用
の
実
態
に
迫
り
、
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
瀬
戸
内
―
博
多

ル
ー
ト
を
補
完
す
る
サ
ブ
ル
ー
ト
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
航
海
信
仰
に
関
し
て
は
、
中
国
に
お
け
る
航
海
神
は
国

家
的
航
海
神
、
龍
王
、
観
音
―
仏
教
系
信
仰
、
各
地
方
の
諸
神
の
四
類
型
に
分
類
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
海
域
交
流
の
担
い
手
の
階
層
性
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
や
、
宋
代
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
の
媽
祖
信
仰
の
展
開
過
程
、
そ
し
て
一
六

世
紀
以
降
の
日
本
に
お
け
る
媽
祖
信
仰
の
展
開
と
船
玉
信
仰
へ
の
影
響
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
遣
明
船
以
後
の
日
明
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と

な
る
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
個
別
報
告
を
予
定
し
て
い
る
共
同
研
究
員
の
各
位

か
ら
構
想
を
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
本
共
同
研
究
の
方
向
性
を
固
め
、
こ
れ
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
一
七
年
度

〇
現
地
調
査
兼
研
究
会

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
五
月
一
九
日
（
金
）
～
二
一
日
（
日
）

場　
　

所
：
長
崎
県
松
浦
市
・
平
戸
市
・
長
崎
市

参
加
人
数
：
一
四
名

研
究
報
告
： 

佐
々
木
蘭
貞
「
鷹
島
出
土
の
木
材
な
ど
か
ら
見
え
る
船
体
構
造
に
つ

い
て
」（
於
松
浦
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

調
査
対
象
： 

鷹
島
海
底
遺
跡
出
土
の
船
材
・
碇
石
等
（
於
松
浦
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
松
浦
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　
　
　
　
　

 

船
幟
、
蛮
錨
図
及
び
付
属
文
書
（
於
松
浦
史
料
博
物
館
、
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館
）

　
　
　
　
　

対
馬
藩
船
大
工
黒
岩
家
文
書
（
於
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
）

踏
査
対
象
：
平
戸
市
内
（
市
街
地
、
田
平
地
区
、
川
内
地
区
、
大
島
地
区
）

○
第
四
回
研
究
会

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
一
月
二
七
日
（
土
）
～
二
八
日
（
日
）

場　
　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

参
加
人
数
：
一
六
名

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
テ
ー
マ
「
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
海
上
交
通
」

　
　
　
　
　

 

報
告
一　

 

李
明
玉
「
中
世
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
・
高
麗
陶
磁
の

流
通
」（
逐
次
通
訳
）

　
　
　
　
　

報
告
二　

四
日
市
康
博
「
元
代
の
海
上
交
通
」

　
　
　
　
　

 

報
告
三　

 

森
平
雅
彦
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
朝
中
間
海
上
交
通

の
様
相
」

　
　
　
　
　

報
告
四　

榎
本
渉
「
日
中
貿
易
船
の
規
模
」

　
　
　
　
　

※ 

韓
国
・
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
国
際
交
流
事
業
と
連
携
し
た
企

画
で
あ
る
。
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［共同研究の経過と概要］……荒木和憲

〇
資
料
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
一
月
三
一
日
（
水
）
～
二
月
三
日
（
土
）

場　
　

所
：
福
岡
県
福
岡
市
、
島
根
県
益
田
市

参
加
人
数
：
三
名
（
李
、
村
木
、
荒
木
）

調
査
対
象
： 

博
多
遺
跡
群
出
土
高
麗
・
朝
鮮
陶
磁
（
於
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
）、
益
田
市
内
出
土
高
麗
・
朝
鮮
陶
磁
（
於
益
田
市
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　

※ 
韓
国
・
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
国
際
交
流
事
業
と
連
携
し
た
企

画
で
あ
る
。

○
現
地
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
九
日
（
金
）
～
一
一
日
（
日
）

場　
　

所
：
長
崎
県
対
馬
市

参
加
人
数
：
二
名
（
佐
々
木
、
荒
木
）

踏
査
・
調
査
対
象
：
対
馬
市
東
海
岸
・
北
海
岸
の
港
湾
、
矢
櫃
の
港
湾
・
石
積
遺
構

○
現
地
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
一
三
日
（
火
）
～
一
六
日
（
金
）

場　
　

所
：
韓
国
済
州
特
別
自
治
道
・
全
羅
南
道
木
浦
市

参
加
人
数
：
五
名
（
榎
本
、
出
口
、
米
谷
、
田
中
、
荒
木
）

展
示
見
学
： 

国
立
済
州
博
物
館
、
済
州
民
俗
自
然
史
博
物
館
、
国
立
海
洋
遺
物
展

示
館

踏
査
対
象
：
高
麗
・
朝
鮮
時
代
の
主
要
港
湾
、
海
上
交
通
関
連
史
跡
等

訪
問
先
：
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所

〇
第
五
回
研
究
会

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
二
五
日
（
日
）
～
二
六
日
（
月
）

場　
　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

参
加
人
数
：
一
二
名

研
究
報
告
：
報
告
一　

村
木
二
郎
「
陶
磁
器
組
成
か
ら
み
た
国
際
航
路
の
検
討
」

　
　
　
　
　

報
告
二　

田
中
大
喜
「
中
世
西
日
本
海
水
運
と
東
ア
ジ
ア
交
易
」

　
　
　
　
　

報
告
三　

出
口
晶
子
「
近
世
造
船
文
書
と
民
俗
資
料
」

調
査
対
象
： 

冊
封
使
船
送
迎
之
図
（
紙
本
著
色
）、
蘭
船
図
・
南
京
船
図
（
絹
本

著
色
）、
唐
船
輻
湊
図
（
紙
本
著
色
）、
唐
船
図
・
綵
舟
流
唐
船
図

（
長
崎
版
画
）、
唐
船
図
巻
（
複
製
、
原
蔵
：
松
浦
史
料
博
物
館
）

五
月
の
現
地
調
査
で
は
、
長
崎
県
の
港
湾
・
史
跡
等
を
巡
検
し
、
海
上
交
通
に
関

連
す
る
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
松
浦
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
松
浦
市
歴

史
民
俗
資
料
館
で
は
、
鷹
島
海
底
遺
跡
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
発
掘
さ
れ

た
船
材
・
碇
石
等
の
遺
物
を
見
学
し
た
。
あ
わ
せ
て
佐
々
木
蘭
貞
氏
の
関
連
報
告
を

得
た
。
松
浦
史
料
博
物
館
お
よ
び
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
は
、
平
戸
松
浦
家
伝
来
の

船
幟
、「
蛮
錨
図
」
等
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
平
戸
市
内
の
巡
検
で
は
、
ジ
ャ
ン
ク

船
の
碇
石
と
オ
ラ
ン
ダ
船
の
鉄
錨
（
市
街
地
）、
航
海
信
仰
と
関
連
す
る
海
寺
跡
・

熊
野
神
社
・
薩
摩
塔
（
田
平
）、
媽
祖
像
（
川
内
）
等
を
巡
検
・
調
査
し
た
。
的
山

大
島
に
フ
ェ
リ
ー
で
渡
航
し
、
平
戸
周
辺
の
海
洋
環
境
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
大

島
で
は
烽
火
推
定
地
等
を
巡
見
し
、
周
辺
諸
島
の
島
影
を
視
認
し
た
。
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
で
は
、
対
馬
藩
船
大
工
の
黒
岩
家
に
伝
来
し
た
資
料
（
文
書
類
・
図
面

類
・
器
物
類
）
を
調
査
し
た
。

一
月
の
第
四
回
共
同
研
究
会
は
、「
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
海
上
交
通
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
開
催
し
た
。
榎
本
渉
氏
（
日
本
史
）・
森
平

雅
彦
氏
（
朝
鮮
史
）・
四
日
市
康
博
氏
（
中
国
史
）・
李
明
玉
氏
（
美
術
史
）
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
海
上
交
通
」
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

元
朝
を
中
心
と
す
る
航
路
・
物
流
網
と
そ
の
時
期
的
な
変
遷
が
従
来
よ
り
も
明
瞭
に

な
る
一
方
、
日
中
間
の
海
上
交
通
に
お
け
る
済
州
島
の
位
置
づ
け
を
よ
り
一
層
追
究

す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
李
明
玉
氏
は
、
韓
国
・
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
国
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際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
本
共
同
研
究
に
参
加
し
、
博
多
遺
跡
群
お
よ
び
益
田
市

内
出
土
の
中
国
・
高
麗
（
朝
鮮
）
陶
磁
の
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
本
共
同
研
究
に
お

い
て
、
東
ア
ジ
ア
各
地
に
お
け
る
中
国
・
高
麗
陶
磁
の
伝
世
・
出
土
状
況
は
重
要
な

手
が
か
り
と
な
る
た
め
、
研
究
会
終
了
後
、
共
同
研
究
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
。三

月
中
旬
に
現
地
調
査
を
長
崎
県
対
馬
市
と
韓
国
で
実
施
し
た
。
対
馬
で
は
、
中

世
の
航
海
記
録
に
も
と
づ
き
、
対
馬
市
東
海
岸
の
港
湾
を
巡
検
し
、
過
去
の
記
録
と

現
在
の
景
観
等
を
比
較
・
照
合
し
た
。
朝
鮮
渡
航
船
の
発
着
地
と
し
て
重
要
な
港
湾

で
あ
る
最
北
端
の
鰐
浦
で
は
、
港
湾
・
周
辺
海
域
の
景
観
・
環
境
を
陸
上
と
船
上
か

ら
観
察
し
た
。
鰐
浦
の
近
辺
に
位
置
す
る
矢
櫃
は
、
中
世
に
朝
鮮
の
使
船
が
入
港
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
陸
上
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
調
査
が
実

施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
近
年
、
地
元
の
研
究
家
に
よ
っ
て
石
積
遺

構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
矢
櫃
に
漁
船
で
渡
航
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
対
馬
市

教
育
委
員
会
の
村
瀨
達
郎
氏
の
立
会
の
も
と
、
佐
々
木
蘭
貞
氏
に
よ
る
簡
易
な
測

量
・
潜
水
調
査
を
実
施
し
た
。
あ
わ
せ
て
入
江
の
名
称
や
近
代
に
お
け
る
利
用
等
に

関
す
る
聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
た
。

韓
国
の
現
地
調
査
は
、
済
州
特
別
自
治
道
（
済
州
島
）
と
全
羅
南
道
木
浦
市
で
実

施
し
た
。
国
立
済
州
博
物
館
・
済
州
民
俗
自
然
史
博
物
館
で
は
、
展
示
を
見
学
し
て

海
上
交
通
に
関
連
す
る
情
報
を
収
集
し
た
。
高
麗
・
朝
鮮
時
代
に
大
船
の
入
港
に
利

用
さ
れ
た
禾
北
浦
・
朝
天
浦
・
於
等
浦
・
朝
貢
川
・
涯
月
浦
・
明
月
浦
、
お
よ
び
三

別
抄
の
拠
点
で
あ
っ
た
ハ
ン
パ
ド
ゥ
リ
抗
蒙
遺
跡
地
、
貿
易
陶
磁
が
出
土
し
た
水
精

寺
跡
、
航
海
信
仰
の
対
象
で
あ
る
漢
拏
山
の
中
腹
に
位
置
す
る
尊
者
庵
な
ど
を
巡
検

し
た
。
済
州
島
か
ら
木
浦
へ
フ
ェ
リ
ー
で
渡
航
し
、
途
上
で
楸
子
群
島
等
を
視
認
し

た
。
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
で
は
、
洪
淳
在
氏
と
面
会
し
、
本
共
同
研
究
に
関
す

る
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
海
洋
遺
物
展
示
館
お
よ
び
再
現
朝
鮮
通
信
使
船
建

造
現
場
で
解
説
を
受
け
た
。
洪
淳
在
氏
か
ら
は
、
次
年
度
の
研
究
会
で
珍
島
出
土
船

に
関
す
る
報
告
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
快
諾
を
得
た
。

三
月
下
旬
に
第
五
回
共
同
研
究
会
を
開
催
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
関
心
に
も
と

づ
く
研
究
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
中
世
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
一
三
～

一
四
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
航
路
・
物
流
の
変
化
を
、
貿
易
陶
磁
の
定
量
分
析

か
ら
明
瞭
に
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
第
四
回
共
同
研
究
会
と
密
接
に
関
連
す
る
重
要

な
成
果
で
あ
る
。
館
蔵
品
の
調
査
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
中
国
船
お
よ
び
琉
球
船
を

描
い
た
絵
画
史
料
を
対
象
と
し
た
。

今
年
度
の
研
究
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
海
上
交
通
が
一
四
世
紀
以
前
と
以
後
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
そ
れ
に
と
も
な
い
済
州
島
の
位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
を
追
究
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
で
、
次
年
度
に
こ
の
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

二
〇
一
八
年
度

○
現
地
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
五
月
一
一
日
（
金
）
～
一
四
日
（
月
）

場　
　

所
：
五
島
列
島
（
長
崎
県
五
島
市
・
新
上
五
島
町
・
小
値
賀
町
）

参
加
人
数
：
一
〇
名

○
第
六
回
研
究
会

開
催
日
：
二
〇
一
八
年
七
月
二
七
日
（
土
）
～
二
八
日
（
日
）

場　
　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

参
加
人
数
：
一
七
名
（
共
同
研
究
員
一
一
名
、
研
究
協
力
者
三
名
、
聴
講
者
三
名
）

研
究
報
告
：
報
告
一　

山
内
晋
次
「
日
宋
貿
易
の
航
路
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　
　
　

 

報
告
二　

 

洪
淳
在
（
韓
国
・
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
）「
韓
国
出

土
珍
島
船
の
構
造
と
特
徴
」（
逐
次
通
訳
）

　
　
　
　
　

報
告
三　

米
谷
均
「
倭
寇
的
状
況
下
の
海
上
交
通
」

　
　
　
　
　

 

報
告
四　

 

佐
々
木
蘭
貞
「
対
馬
矢
櫃
の
石
積
遺
構
に
関
す
る
調
査
概

報
」
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［共同研究の経過と概要］……荒木和憲

　
　
　
　
　

関
連
報
告
一　

荒
木
和
憲「
対
馬
矢
櫃
の
港
湾
機
能
に
関
す
る
考
察
」

　
　
　
　
　

 

関
連
報
告 

二　

洪
淳
在
「
再
現
朝
鮮
通
信
使
船
に
つ
い
て
」（
逐
次

通
訳
）

○
第
七
回
研
究
会

開
催
日
：
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
五
日
（
土
）
～
二
六
日
（
日
）

場　
　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

参
加
人
数
：
一
四
名
（
共
同
研
究
員
一
二
名
、
聴
講
者
二
名
）

展
示
見
学
：
企
画
展
示
「
日
本
中
世
の
古
文
書
」（
ブ
ラ
ン
チ
Ｃ 

成
果
展
示
）

研
究
報
告
： 

報
告
一　

 
渡
辺
美
季
「
日
琉
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
―
『
琉
球
御

渡
海
日
記
』
を
中
心
と
し
て
―
」

　
　
　
　
　

 

報
告
二　

 

岡
美
穂
子
「
一
六
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
報
告
に
見
る

日
本
の
海
上
交
通
」

○
資
料
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
一
月
二
七
日
（
日
）
～
二
八
日
（
月
）

場　
　

所
：
大
阪
市
・
神
戸
市

参
加
人
数
： 

九
名
（
出
口
、
藤
田
、
山
内
、
伊
藤
、
四
日
市
、
榎
本
、
村
木
、
田

中
、
荒
木
）

調
査
対
象
： 

狭
山
池
出
土
船
材
の
調
査
（
於
狭
山
池
博
物
館
）、
船
屋
形
の
見
学

（
於
相
楽
園
）、
航
海
信
仰
等
に
関
す
る
海
事
関
連
資
料
の
調
査
（
於

神
戸
大
学
海
事
博
物
館
）

○
現
地
調
査

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
（
木
）
～
三
月
三
日
（
日
）

場　
　

所
：
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

参
加
人
数
：
二
名
（
李
、
荒
木
）

調
査
対
象
：
与
論
島
出
土
貿
易
陶
磁
の
調
査

五
島
列
島
の
現
地
巡
検
で
は
、
福
江
島
か
ら
奈
留
島
・
若
松
島
・
中
通
島
・
小
値

賀
島
・
野
崎
島
へ
と
南
北
を
縦
断
し
、
島
々
を
め
ぐ
る
海
洋
環
境
を
観
察
す
る
と
と

も
に
、
遣
唐
使
・
遣
明
使
等
の
対
外
交
渉
に
関
連
す
る
港
湾
・
遺
跡
等
を
巡
検
し

た
。
具
体
的
な
巡
検
先
は
、
福
江
島
（
岐
宿
地
区
〈
水
垂
、
艫
綱
石
、
巌
立
権
現
・

宮
小
島
、
金
福
寺
、
岐
宿
城
跡
〉、
玉
之
浦
湾
、
勘
次
ヶ
城
、
大
浜
遺
跡
、
石
田
城

址
、
五
島
観
光
歴
史
資
料
館
、
明
人
堂
、
六
角
井
戸
、
常
灯
鼻
、
福
江
湊
）、
奈
留

島
（
鳴
浦
、
海
安
寺
跡
、
奈
留
神
社
、
夏
井
の
井
戸
）、
若
松
島
（
日
島
石
塔
群
、

極
楽
寺
）、
中
通
島
（
今
里
地
区
〈
三
日
ノ
浦
、
舟
形
石
〉、
青
方
地
区
〈
青
方
浦
、

姫
神
社
跡
、
と
も
じ
り
石
、
青
方
神
社
〉、
鯨
賓
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）、
小
値
賀
島

（
小
値
賀
町
歴
史
資
料
館
、
前
方
湾
、
地
ノ
神
島
神
社
）、
野
崎
島
（
野
崎
遺
跡
、
沖

ノ
神
島
神
社
）
で
あ
る
。

資
料
調
査
で
は
、
海
事
資
料
お
よ
び
貿
易
陶
磁
の
調
査
を
実
施
し
た
。
狭
山
池
出

土
船
材
に
関
し
て
は
、
一
六
世
紀
後
半
の
構
造
船
の
船
材
と
す
る
見
解
が
あ
る
も
の

の
、
構
造
船
と
判
断
す
る
た
め
の
決
定
的
な
根
拠
と
な
る
船
底
材
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
日
本
造
船
史
に
お
け
る
準
構
造
船
か
ら
構
造
船
へ
の
展
開
に

つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
得
る
に
至
っ
た
。

研
究
会
で
は
共
同
研
究
員
が
分
担
課
題
に
も
と
づ
く
個
別
報
告
を
行
い
、
米
谷
均

氏
・
渡
辺
美
季
氏
・
岡
美
穂
子
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
、
一
六
世
紀
後
半
～
一
七
世
紀

前
半
に
か
け
て
の
中
国
・
琉
球
―
日
本
間
の
航
路
、
お
よ
び
宣
教
師
の
み
た
日
本
の

海
上
交
通
の
あ
り
方
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
対
馬
矢

櫃
の
石
積
遺
構
の
簡
易
調
査
を
踏
ま
え
、
佐
々
木
蘭
貞
氏
が
そ
の
概
要
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
荒
木
和
憲
が
矢
櫃
の
港
湾
機
能
に
関
し
て
、
そ
の
自
然
地
理
的
条
件
を

勘
案
し
つ
つ
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
洪
淳
在
氏
（
韓
国
・

国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
、
造
船
史
）
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
へ
い
し
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
り
、
池
田
榮
史
氏
（
琉
球
大
学
、
水
中
考
古
学
）
な
ら
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び
に
木
村
淳
氏
（
東
海
大
学
、
水
中
考
古
学
）
に
も
討
論
者
と
し
て
ゲ
ス
ト
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
珍
島
出
土
船
（
一
三
世
紀
後
半
）
に
関
す
る
最
新
の
研
究

成
果
の
共
有
と
活
発
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
珍
島
出
土
船
に
つ
い
て
は
、

隔
壁
構
造
・
充
填
剤
（
桐
油
）・
保
寿
孔
の
存
在
か
ら
中
国
船
と
み
る
既
往
説
が
あ

る
が
、
洪
淳
在
氏
は
船
底
材
に
丸
木
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
日
本

の
準
構
造
船
（
和
船
）
と
み
る
見
解
を
呈
し
た
。
珍
島
出
土
船
の
評
価
に
は
慎
重
を

要
す
る
も
の
の
、
日
本
の
準
構
造
船
の
船
底
構
造
に
関
す
る
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

本
共
同
研
究
の
中
間
成
果
と
し
て
、
歴
史
系
総
合
誌
『
歴
博
』
二
一
三
号
の
特
集

「
済
州
島
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
の
海
上
交
通
」
を
企
画
し
、
最
新
の
研
究
成
果
を
研

究
者
だ
け
で
な
く
一
般
に
向
け
て
も
発
信
し
た
。
森
平
雅
彦
氏
（
朝
鮮
史
）、
榎
本

渉
氏
（
日
本
中
世
史
）、
米
谷
均
氏
（
日
本
中
近
世
史
）、
出
口
晶
子
氏
（
民
俗
地
理

学
）、
李
明
玉
氏
（
美
術
史
、
高
麗
・
朝
鮮
陶
磁
）
の
寄
稿
を
得
て
、
東
ア
ジ
ア
の

海
上
交
通
に
お
け
る
済
州
島
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
。
と
り
わ
け
、
日
中
間
を
往

来
す
る
大
型
船
が
済
州
島
を
寄
港
地
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
判
明
し
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
済
州
島
の
内
陸
部
お
よ
び
沿
海
か
ら

出
土
す
る
中
国
陶
磁
器
は
、
中
国
と
済
州
島
を
結
ぶ
直
接
ル
ー
ト
の
存
在
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
多
角
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

四　

共
同
研
究
の
研
究
成
果

中
世
日
本
の
国
際
交
流
史
を
海
上
交
通
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
視
点
か
ら
と
ら
え

な
お
す
た
め
、
文
献
史
学
（
日
本
史
・
中
国
史
・
朝
鮮
史
）、
考
古
学
（
中
世
考
古

学
・
水
中
考
古
学
）、
民
俗
学
の
協
業
に
よ
る
共
同
研
究
を
実
施
し
、
共
同
研
究
員

の
専
門
分
野
に
お
け
る
最
新
の
研
究
成
果
を
共
有
し
た
。
個
別
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
は
、
本
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
る
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
共
同
研
究
の
全
体
の
方
向
性
と
し
て
は
、
具
体
的
な
カ
タ
チ
を
遺
す
こ
と
の
少

な
い
「
海
上
交
通
」
と
い
う
事
象
を
追
究
す
る
に
あ
た
り
、
東
ア
ジ
ア
の
海
上
交
通

に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
対
馬
・
平
戸
・
五
島
・
済
州
島
で
現
地
巡
検

を
行
い
、
そ
の
海
洋
環
境
を
観
察
す
る
こ
と
、
お
よ
び
海
上
交
通
の
痕
跡
を
と
ど
め

る
資
料
等
の
把
握
を
進
め
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。

歴
史
系
総
合
誌
『
歴
博
』
二
一
三
号
の
特
集
記
事
は
、
済
州
島
巡
検
の
成
果
に
も

と
づ
く
も
の
で
、
西
北
九
州
（
平
戸
・
五
島
）
―
中
国
江
南
（
寧
波
）
間
を
往
来
す

る
大
型
船
舶
に
と
っ
て
、
済
州
島
は
重
要
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
か
つ
航
海
信

仰
の
対
象
で
は
あ
る
が
、
寄
港
地
で
は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

東
シ
ナ
海
を
横
断
す
る
大
型
の
帆
船
（
ジ
ャ
ン
ク
船
等
）
に
と
っ
て
、
寄
港
は
必
須

の
営
み
で
は
な
く
、
目
的
地
へ
の
直
航
が
あ
る
程
度
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重

要
な
成
果
で
あ
る
。

一
方
、
中
型
・
小
型
の
帆
船
（
和
船
）
に
関
し
て
は
、
中
近
世
の
文
献
史
料
が
豊

富
な
対
馬
の
事
例
を
も
と
に
追
究
し
た
結
果
、
一
般
商
船
は
好
天
候
下
の
昼
間
の
航

海
を
基
本
と
し
、
一
日
単
位
の
出
航
・
寄
港
を
繰
り
返
し
な
が
ら
目
的
地
へ
と
徐
々

に
帆
走
し
て
移
動
し
て
い
た
こ
と
、
領
主
の
公
用
船
が
悪
天
候
下
で
出
航
す
る
場
合

や
目
的
地
へ
急
行
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
大
量
動
員
さ
れ
た
水
手
に
よ
る
櫓
漕

ぎ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

こ
れ
ら
は
本
共
同
研
究
の
成
果
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
が
、
東
シ
ナ
海
を
横
断
す
る

大
型
船
と
日
本
列
島
近
海
を
往
来
す
る
中
型
・
小
型
船
と
で
は
根
本
的
に
運
航
方
法

が
異
な
る
と
い
う
事
実
は
、
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
人
・
モ
ノ
の
動
き
を
と
ら
え

る
た
め
の
重
要
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
船
舶
の
型
式
・
規
模
、
航
海
の

目
的
、
操
船
の
方
法
の
違
い
な
ど
に
留
意
し
て
船
舶
の
移
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
海
上
交
通
史
研
究
は
、
移
動
ル
ー
ト
論
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
人
・

モ
ノ
の
移
動
、
港
市
の
形
成
、
港
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
、
流
通
史
・
都

市
史
な
ど
の
領
域
と
深
く
切
り
結
ぶ
こ
と
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）


